
	京大東アジアセンターニュースレター　　　第513号　　

京都大学経済学研究科東アジア経済研究センター　 　　　 2014年4月7日


目次
========================================================================
○　中国ニュース　3.31-4.6
○　上海街角インタビュー　㉕
○　【中国経済最新統計】
中国ニュース　３.３１－４.６
ヘッドライン

■　独誌：中国経済の動向、９つの点から分析
■　不動産：中国の不動産バブル、米英加の都市にも波及
· 就職：多国籍企業の魅力薄れる、中国大学生の就職事情
· 環境：中国は豊かさの代償は大量のごみの山
· Ｍ＆Ａ:２０１３年の医薬業界Ｍ＆Ａは１５０件超、海外案件も活発
· 物価：北京の物価は高すぎる！外国人も不満気
· 北京：水道料金値上げ案発表
· 湖北：脳腫瘍の７歳息子が「ママを助けたい」、死亡後母親に腎臓提供
· 台湾：女性の未婚率、３２．５５％で過去最高
· 英紙：金正日総書記は２度の暗殺未遂と２度のクーデター未遂に遭っていた、脱北者が証言
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
ニュース詳細

· 独誌：中国経済の動向、９つの点から分析
【４月３日　環球時報】中国の今年２月の輸出額は前年同月比１８．１％減となった。「中国経済の『ハードランディング』を経験しようとしているのだろうか？」と、世界各地の投資家の目を疑わせた。楽観者は、「中国は経済の過度な成長を抑制し、経済改革のペースを加速しようとしている」と指摘した。しかしこれには時間がかかり、一定のリスクが存在する。現在の中国の経済発展は、９つの重要な問題に関わっている。独週刊誌「フォークス」は記事「経済の巨人は崩壊するか？中国について知るべき９つのこと」を掲載した。１）中国の新年の経済は本当に低迷したのだろうか？１－２月のデータは確かに振るわなかったが、旧暦の正月による連休を迎えていたため、これは想定内のことだ。２）景気低迷に対して、政府はどのような対策を講じているか？中国は措置を講じ内需を刺激しており、プロジェクト建設とインフラ整備が重点となっている。専門家は、金融政策も緩和に向かうと予想した。３）景気低迷の一方で貸付を拡大しているが、これは苦境に陥っているということだろうか？貸付削減は期待に合致しており、中国政府と中央銀行は起こりうる信用バブル戦に備えようとしている。４）危険な信用バブルは膨張しているのだろうか？悲観主義者と呼ばれるエコノミストのマーク・ファーバー氏は、「中国には大きな信用バブルが存在する」と述べたが、成長率の低下により経済が健全化しリスクが低減するとも指摘した。５）中国の資本市場にはどのようなリスクがあるか？シャドーバンキングが貸付市場の中で重要な力を発揮している。中央銀行はいわゆる資産管理商品、信託商品の監督管理を強化する。６）シャドーバンキング問題は、リーマン・ショックのような危機を引き起こすだろうか？この可能性はない。中国の伝統的な銀行の貸付規模はシャドーバンキングを大幅に上回り、かつ中国は巨額の外貨準備高を保有しているからだ。７）人民元は脅威に直面しているのだろうか？中国は人民元の対米ドル相場の変動幅を拡大した。人民元は短期間内に疲弊する可能性があるが、長期的に見るとさらに上昇することになる。８）中国株式市場の暴落の時代は終わったのだろうか？専門家は、現在の株式市場はなおも低迷すると指摘した。一部の人は、中央銀行と政府の金融緩和策と刺激策により、株式市場が活況を呈すると予想した。９）世界経済にどのような影響が生じるか？中国の現在の輸出額は２０００年の６倍以上に達するが、ドイツは２０００年比で８０％増にとどまっている。ゼネラル・モーターズの中国販売台数は国内市場を上回っており、フォルクスワーゲンの２台のうち１台は中国で販売されている。中国の経済が安定成長を維持すれば、世界経済にとって非常に有利だ。
· 不動産：中国の不動産バブル、米英加の都市にも波及

【４月４日　参考消息】人々が恐れる不動産バブルはすでに一部の国に深刻な結果を招いているが、依然として至る所で膨張を続けている。スペイン紙エル・ムンドは２日、欧州中央銀行のマリオ・ドラギ総裁がユーロ圏における不動産バブルのリスクを警告したと伝えた。ロンドンはその典型的な例だろう。そのほか、ブラジルや中国、トルコなど経済発展が急速に進む国や、北米のマイアミ、サンフランシスコ、トロントなどの大都市、さらには１１年に不動産取引が許可されたキューバなどが、不動産バブルの脅威に直面している。中国では中産階級が増大し、政府は不動産市場を開放、多くの大都市で住宅建設が大々的に実施された。しかし、多くの購入者は投資目的であったため、新設された郊外の住宅地はゴーストタウン化。中国では史上最悪の不動産バブルに陥っている。

· 就職：多国籍企業の魅力薄れる、中国大学生の就職事情
【４月４日　環球時報】米紙ウォール・ストリート・ジャーナルによると、多国籍企業に就職を希望する中国の若者が減少している。２４歳の郭文さんは、今年６月に北京大学マイクロエレクトロニクス学部を卒業し、中国ＩＴ業界大手のテンセントに就職する。以前であれば、郭さんのような人材は卒業前から多国籍企業に奪われることが多かった。しかし現在の状況は以前と異なり、多国籍企業に就職を希望する大学生が減少している。国際コンサルティング会社ユニバーサムが昨年１０月から今年１月にかけて、全国１０３カ所の教育機関の学生５万人余りを対象に行った調査によると、多国籍企業を希望する学生は、昨年は３８％だったが、今年は２１％にまで下がった。郭さんは「昔は国営・私営企業の給与は外資系企業より低かった。だが今年は一部の中国企業が初任給を引き上げた」と語った。

· 環境：中国は豊かさの代償は大量のごみの山
【４月３日　新浪網】ドイツ紙ディ・ヴェルトによると、中国経済の発展による国民の生活レベル向上に伴い、北京、上海や広州、深センなどの大都市でごみの山が問題化している。ごみ問題は今や中国で大気汚染の次に深刻な環境問題となっている。中国では、豊かになるにつれて、消費力も上がり、飲食もほとんど外で購入する。使い捨ての包装や、日増しに深刻化する浪費問題。しかし、中国ではまだごみ回収システムが整っていないため、処理の効率が悪く、大気汚染を激化させているのが現状だ。政府は現在、絶えずごみ処理場を新設しており、２０１５年には中国全土の１日当たりのごみ処理量が３０万トンに達する計画で、ドイツ企業もその多くの業務を担うという。ドイツのある学者によると、中国大都市の住民１人当たりの年間ごみ排出量は約４８０キロで、今も増え続けている。
· Ｍ＆Ａ:２０１３年の医薬業界Ｍ＆Ａは１５０件超、海外案件も活発
【４月３日　中証網】中国工業情報化部の発表によると、２０１３年の医薬メーカー業界では１５０件以上のＭ＆Ａ（企業買収・合併）が行われ、取引金額は３５０億元（約５８００億円）を超えた。医薬メーカーとサービス企業のＭ＆Ａも増えており、医療サービス業をめぐる動きが活発化している。大型Ｍ＆Ａとしては、中国医薬による河南天方薬業の吸収合併や、国約集団盈天医薬による同済堂薬業の買収などがある。技術取得や国際市場への足掛かりを目的とする業界をまたいだ海外Ｍ＆Ａも始まっている。復星医薬はイスラエルの医療用レーザー企業Ａｌｍａを、深セン邁瑞は米国の超音波診断システムメーカーＺＯＮＡＲＥを、微創医療は米ライト・メディカルグループの外科関節事業を取得した。昨年１２月には、海普瑞が米ヘパリン企業ＳＰＬを２億２３００万米ドル（約２３０億円）で取得する計画が明らかになった。順調に実行されれば、製薬業界で最大の海外Ｍ＆Ａ案件の一つとなる。

· 物価：北京の物価は高すぎる！外国人も不満気
【４月５日　参考消息】ドイツ紙ディー・ツァイトは２日、「北京での生活は高すぎる」と題した記事を掲載した。現在、北京市の１人当たりの平均月収は約５０００元（約８万円）。最低賃金は１４００元（約２万２４００円）から１５６０元（約２万４９６０円）に引き上げられた。しかし北京では近年、絶えず物価が上昇しており、市民の生活を苦しめている。中国政府が発表したインフレ率は２．６％。一見高くないように見えるが、全国平均の数値であるため、北京ではさらに大きな数字となる。北京市郊外では６００ユーロ（約８万４０００円）の３ＬＤＫの家賃も、市中心部では２倍の値だ。食品価格はドイツの大都市と大差なく、中レベルの店で食事をするのにも４～８ユーロ（約５６０～１１２０円）かかる。毎年最低賃金の引き上げが行われているが、中国では沿海部と内陸部の収入差が大きいため、全国統一の最低賃金が定められていない。実際には北京の人口約２５００万人のうち、２００万人の収入が最低賃金を下回っている。そのほとんどが出稼ぎ労働者で、日雇いや親戚からの援助で生活している。物価の高さに困っているのは現地の人だけではない。北京で仕事をする外国人も高すぎる生活費に嘆いている。外国人にとって、北京はアジアで２番目に生活コストの高い都市となっている。
· 北京：水道料金値上げ案発表
【４月４日　２１世紀経済報道】北京市発展改革委員会は２日、２つの水道料金改定案を発表した。３段料金制が採用され、８５－９０％の一般家庭における水使用量とされる１４５－１８０トンまでの１段料金が１トンあたり４．９５－５元となっている。現行は１トンあたり４．５元であり、一般家庭にとっては約２５％の値上げとなる形だ。２段料金は７元、３段料金は９元と、使用量が増えれば単価が大きく上昇する。いかなるプランでも値上げが実施されれば、同市が２年ぶりに「最も水道料金の高い都市」に返り咲くのは間違いない。同市の水道価格上昇は、単に水不足によるものではない。今年１０月から「南水北調プロジェクト」によるコスト高の水が入ってくるのだ。１トン当たりのコストは７元を超えるとみられる。現在の住民向け水道料金が１トン当たり４元なのに対して、供給コストは６．５９元。水利部発展研究センターの黄河氏によれば、今回値上げをしたとしても供給側に対する市の補助は依然として必要であり、「南水北調」の水引き入れ後には、再度新たなコスト計算をしなければならないという。
· 湖北：脳腫瘍の７歳息子が「ママを助けたい」、死亡後母親に腎臓提供
【４月３日　中国網】湖北省荊州市に住む腎不全の女性が２日、腎臓の移植手術を受けた。腎臓を提供したのは、女性の実の息子。息子はわずか７歳で、脳腫瘍のため、この日朝に息を引きとっていた。湖北省で直系の親族間の死体腎移植が行われたのは初めてだという。報道によると、母親は腎不全を患い、腎臓移植をしなければ生きられないと診断されていた。息子は２年ほど前、悪性の脳腫瘍があることが分かり、手術を受けたものの、再発。父親の母は「もしも孫が亡くなってしまったら、その腎臓を移植しよう」と提案した。母親は強く反対したが、息子は「ママを助けたい！　ママを守ってあげたい」と言い、母親は「息子の命が自分の中で生き続けられるなら」と、涙ながらに移植を受けることを決めたという。息子の遺体からは左の腎臓が母親に、また、右の腎臓と肝臓がそれぞれ別の臓器提供を待つ患者に移植された。２人はいずれも２０代で、７歳の少年が母親のほか、２人の若い命を救ったことになる。
■　台湾：女性の未婚率、３２．５５％で過去最高
【４月１日　台湾紙・中国時報】台湾行政院主計総処が３１日に発表した統計で、２０１３年の台湾女性の未婚率は３２．５５％で、過去最高となったことが分かった。１５歳以上の台湾の女性人口は２０１３年に１０００万３０００人。そのうち、３２５万６０００人が未婚者だった。年齢別に見ると、２５～２９歳、３０～３４歳と３５～３９歳の未婚率は、１９９３年と比べてそれぞれ４３、３３、２０ポイントも増加した。未婚理由には「理想の相手にまだ出会っていない」が最も多く、５７．７７％。「経済的要素」が１２．５１％、「仕事」が６．４９％となっている。一方で「安定した仕事と収入」や「夫とその家族が家事分担の意欲や子供の出産計画に対する共通認識を持つ」、「新居購入のための住宅ローンの金利補助」などが、女性の結婚意欲の向上に役立つとされている。
· 英紙：金正日総書記は２度の暗殺未遂と２度のクーデター未遂に遭っていた、脱北者が証言
【４月５日　南京日報】英紙デイリー・テレグラフは、北朝鮮の故・金正日総書記が生前、２度の暗殺未遂と２度のクーデター未遂に遭ったとする元北朝鮮情報部員・Ｋ氏の証言を掲載した。２００５年に脱北したＫ氏によると、２度の暗殺未遂は金正日氏が総書記に就任する以前に発生。１度目はライフル銃を持った男が金正日氏を射殺しようとしたが、引き金を引く前に取り押さえられた。２度目は金正日氏の移動する車列に２０ｔトラックが突っ込んだ。大破した車には金正日氏は乗っておらず、事なきを得たという。金正日氏が長距離の移動に列車を利用するようになったのは、２度目の暗殺未遂の影響だ。２度のクーデターは総書記時代に起こったが、いずれも失敗。１度目は北朝鮮の高官が在北朝鮮ロシア領事館の砲撃を計画、ロシアの軍事介入をもくろんだ。２度目は北朝鮮東北部の部隊による平壌の主要施設へのミサイル攻撃計画だった。Ｋ氏によれば、このクーデターの計画者はロシアのフルンゼ陸軍士官学校の卒業生だという。金正日総書記は１９９４年に同士官学校卒業生の北朝鮮政府関係者に対する粛清を行っており、Ｋ氏の証言を裏付ける事実となっている。
************************************************************************************************
上海街角インタビュー　㉕
社団法人大阪能率協会アジア・中国事業支援室副室長（海外委員）

順利包装集団董事（在上海）

福喜多技術士事務所所長

福喜多俊夫

「中国人は赤ワインが好き」

　1月28日付のロイター電は、中国がフランスとイタリアを抜いて世界一の赤ワイン消費国となったと報じた。2013年に中国で飲まれた赤ワインは、ボトル換算で18億6500万本、9リットルケース換算では1億5500万ケースとなり、5年間で消費量が136％増加したという。2位はフランスの1億5000万ケース、以下、イタリア1億4000万ケース、米国1億3000万ケース、ドイツ1億1000万ケースと続く。白ワインやスパークリングワイン全体では中国は世界5位で、赤ワインの消費量だけが突出している。

　一般の中国人はどの程度ワインに親しんでいるのか？　また、中国人はもともと赤色（中国では赤色は普通、紅色と表現する）が好きだが、圧倒的に赤ワイン（紅葡萄酒）が好まれるのは赤色好みが理由なのか？　上海で聞いてみた。

１．20歳代後半の女性

　　最近は友達の集まりとか、家族の会食とか、結婚披露宴とか、ワインは“常連”です。今の若い人はもう茅台酒など飲まないでワインを飲むことが多いです。飲むのはやはり赤ワインが多いですね。中国でボルドーなどフランスワインを飲むのは金持ちで、私たちは長城ワインなど国産の安いのを飲みます。中国のワインも結構おいしいですよ。金持ちは“ボルドー”という名前を飲んでいます。

２．40歳代後半の男性

　　最近、若い人や年寄りは白酒（バイチュー）を避けています。ビールもよく飲みますが、ワインの人気が出てきました。

私自身はワインを買って飲むことは殆どありません。家では紹興酒を飲みます。でも、外では雰囲気に合わせて、日本人と飲むときは日本酒、同窓会などではワインも飲みます。特に女性が混じる会食ではワインが多く出ます。女性は年齢にかかわらずワインが好きなようです。皆さん、選ぶのは赤ワインです。白は殆ど飲みません。理由はよくわかりませんが、ワインは赤と思い込んでいるのではないですか。

私は、中国にはまだワイン文化は育っていないと思います。興奮するとワインで一気飲みすることも多いです。

３．40歳代前半の男性

　　私はワインが大好きです。家でもワインを飲みます。友人との会食でもワインが多いです。私もそうですが、私の友人連中も健康に気をつかう人が増えてきました。赤ワインに含まれているポリフェノールは健康によいので、皆、赤ワイン党です。

　　大学の同級生は、肉料理には赤、魚料理には白が基本ということは知っています。でもそれは公式の宴会だけ。仲間内では赤が基本です。

　　私は中国人のワイン文化は相当上がっていると思います。以前の中国人は、ワインは高ければいいと思っていたけれど、高級ワインは税金がいっぱい掛かっていることが知られてきたので、他人のお金で飲む高級ワイン（贅沢禁止令で機会が減っているようだが）以外は国産のワインや安い外国産ワインを楽しむ人が増えています。

４．40歳代前半の男性

　　私や家族が家でワインを飲むことは殆どありません。私の周りでは会食でもワインを注文する人は殆どいません。取引先の総経理にワイン好きが1人いますが。私が自分で注文することはなく、薦められれば飲むだけです。

　　ただ、ワインは高級品というイメージがあるので、酒類を贈答品に選ぶときは圧倒的にワインが多いです。以前はスコッチやブランデーが贈答品でしたが、今ではフランスワインです。我家でも友人宅に招かれた際には、妻は必ず赤ワイン（海外産）を持参します。白ワインは持って行きません。赤の方が縁起がいいです。

　　料理によって赤、白を飲み分けることを知っている中国人はあまりいないと思います。

　中華料理店も最近はワインを置いているところが増えましたが、赤が殆どで白を置いているところは少ないのではないですか。

５．40歳代中頃の女性

　　私は赤ワインも白ワインも好きです。でも、上海で白ワインのおいしいのを見つけるのは難しいです。白ワインは海外出張のとき楽しむだけで、上海ではもっぱら赤です。

　（高級レストランやホテルのバーには白のおいしいのがあるかも知れないけれど、とても高い）

　　料理によって赤と白を飲み分けることは知っていますが、上海では赤オンリーです。

　私が赤ワインを愛用している最大の理由は健康にいいからです。大部分の上海人は、ワインを飲むことに理由はないと思います。単純にファッションだから飲んでいるだけだと思います。
６．40歳代中頃の女性

　　私も主人も普段、家ではお酒を飲みません。でも、友人や親戚とパーティーをやる時はワインを出します。自分で買うときは国産赤ワインです。白より赤ワインの方が場が華やぎます。そうですね、ワインを出すようになったのは数年前からです。それまではビールで乾杯して、紹興酒が多かったです。（私の主人は紹興の出身です）最近は友人宅でもワインが出ることが多くなって、我家でも自然にワインを出すようになりました。

７．60歳代の男性

　　私はビール専門だけど、家内はレストランでもワインを注文することが多いです。グラスワインで赤を注文しています。白を飲んでいるのを見たことがありません。ワインは赤だとおもっているのではないかな

８．20歳前半の女子大生

　　家ではお酒は飲みませんが、友達とパーティーをやるときはワインを飲みます。いつも赤ワインです。私達若者は、今や紹興酒や白酒は飲みません。パーティーにはワインというのが定番です。ワインが好きかと問われれば、ハイというより、場の雰囲気を盛り上げる小道具といったほうが正しいと思います。

　確かに上海でもワインがポピュラーになっているのが感じられた。特に若者と女性に人気があるようだ。カルフールやシティスーパーマーケットなどのワイン売場も充実している。しかし、赤ワインが圧倒的に多かった。もっとも赤ワインが相対的に多いのは日本も同じで、伊勢丹のワイン売場もドイツワインは白が多かったが、全般には赤が主流であった。

　中国人の“赤ワイン好き”というのも選択肢が赤しかないというところが大きそうである。

一時期、中国人がボルドーのワイナリーを次々と買収して話題になったが、習近平国家主席の“贅沢禁止令”で高級ボルドーワインの売れ行きが落ちているようだ。ワインが富裕層のステータスから庶民の楽しみになったとき、中国にもワイン文化が根付くことだろう。それは案外早いかもしれない。

以上
************************************************************************************************
【中国経済最新統計】
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人民元貸出残高増加率(%)

	2005年
	10.4
	
	12.9
	1.8
	27.2
	1020
	28.4
	17.6
	0.8
	▲0.5
	17.6
	9.3

	2006年
	11.6
	
	13.7
	1.5
	24.3
	1775
	27.2
	19.9
	▲5.7
	4.5
	15.7
	15.7

	2007年
	13.0
	18.5
	16.8
	4.8
	25.8
	2618
	25.7
	20.8
	▲8.7
	18.7
	16.7
	16.1

	2008年
	9.0
	12.9
	21.6
	5.9
	26.1
	2955
	17.2
	18.5
	▲27.4
	23.6
	17.8
	15.9

	2009年
	9.1
	11.0
	15.5
	1.9
	31.0
	1961
	▲15.9
	▲11.3
	▲14.9
	▲16.9
	27.6
	31.7

	2010年
	10.3
	15.7
	18.4
	3.3
	24.5
	1831
	31.3
	38.7
	16.9
	17.4
	19.7
	19.8

	2011年
	9.2
	
	
	
	
	1549
	20.3
	24.9
	
	
	
	

	10月
	
	13.2
	17.2
	5.5
	34.1
	170
	15.8
	29.1
	-0.6
	8.7
	16.7
	14.1

	11月
	
	12.4
	17.3
	4.2
	21.4
	145
	13.8
	22.6
	-12.9
	-9.8
	16.2
	14.0

	12月
	8.9
	12.8
	18.1
	4.1
	5.7
	165
	13.3
	12.1
	-15.4
	-12.7
	17.3
	14.3

	2012年
	
	
	
	
	
	2303
	7.9
	4.3
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	4.5
	25.3
	273
	-0.5
	-15.0
	4.6
	10.8
	16.6
	14.8

	2月
	
	21.3
	
	3.2
	－
	-315
	18.3
	40.3
	38.7
	-0.9
	17.8
	15.0

	3月
	8.1
	11.9
	15.2
	3.6
	21.1
	53
	8.8
	5.4
	-6.5
	-6.1
	18.1
	15.7

	4月
	
	9.3
	14.1
	3.4
	19.2
	184
	4.9
	0.4
	-26.1
	-0.7
	17,5
	15.4

	5月
	
	9.6
	13.8
	3.0
	21.0
	187
	15.3
	12.7
	-6.1
	0.0
	17.9
	15.7

	6月
	7.6
	9.5
	13.7
	2.2
	21.8
	317
	11.3
	6.3
	-16.3
	-6.9
	18.5
	16.0

	7月
	
	9.2
	13.1
	1.8
	20.6
	251
	1.0
	5.7
	-7.8
	-8.6
	18.9
	16.0

	8月
	
	8.9
	13.2
	2.0
	19.4
	267
	2.7
	-2.7
	-12.7
	-1.4
	18.4
	16.1

	9月
	7.4
	9.2
	14.2
	1.9
	23.1
	277
	9.8
	2.3
	-6.4
	-6.8
	19.8
	16.2

	10月
	
	9.6
	14.5
	1.7
	22.4
	320
	11.5
	2.2
	1.8
	-0.2
	14.6
	15.9

	11月
	
	10.1
	14.9
	2.0
	20.0
	196
	2.8
	-0.1
	-8.7
	-5.4
	14.5
	15.7

	12月
	7.9
	10.3
	15.2
	2.5
	18.8
	316
	14.0
	6.0
	-7.8
	-4.5
	14.4
	15.0

	2013年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	2.0
	20.8
	291
	25.0
	29.0
	-12.4
	-3.4
	15.9
	15.4

	2月
	
	
	
	3.2
	
	153
	21.7
	-14.9
	-35.6
	6.3
	15.2
	15.1

	3月
	7.7
	8.9
	12.6
	2.1
	21.5
	-9
	10.0
	14.2
	-19.7
	5.7
	15.7
	14.9

	4月
	
	9.3
	12.8
	2.4
	19.8
	182
	14.6
	16.6
	13.9
	0.4
	16.1
	14.9

	5月
	
	9.2
	12.9
	2.1
	19.7
	204
	0.9
	-0.1
	-14.4
	0.3
	15.8
	14.5

	6月
	7.5
	8.9
	13.3
	2.7
	19.9
	271
	-3.3
	-0.9
	-17.3
	20.1
	14.0
	14.1

	7月
	
	9.7
	13.2
	2.7
	20.2
	178
	5.1
	10.8
	1.2
	24.1
	14.5
	14.3

	8月
	
	10.4
	13.4
	2.6
	21.4
	285
	7.1
	7.1
	-11.7
	0.6
	14.7
	14.1

	9月
	7.8
	10.2
	13.3
	3.1
	19.6
	152
	-0.4
	7.4
	-16.8
	4.9
	14.2
	14.3

	10月
	
	10.3
	13.3
	3.2
	19.2
	311
	5.6
	7.5
	-8.2
	1.2
	14.3
	14.1

	11月
	
	10.0
	13.7
	3.0
	17.6
	338
	12.7
	5.4
	-9.3
	2.3
	14.2
	14.2

	12月
	7.7
	9.7
	13.6
	2.5
	17.2
	256
	4.3
	8.6
	-3.4
	-42.6
	13.6
	14.1

	2014年
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	1月
	
	
	
	2.5
	
	319
	10.5
	10.8
	-8.6
	-4.5
	13.2
	14.3

	2月
	
	
	
	2.0
	
	-230
	-18.1
	10.4
	1.3
	4.0
	13.3
	14.2


注：1.①「実質GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。

2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意

されたい。また、(　　)内の数字は1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。

　　3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。

出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。
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